
本製品のご購入店へお問い合わせください。

た機械装置
C指令，およ
自身が最終

。
FX5UJ/FX5U/
。

同様となり ※1 工場出荷状態で電源を投入すると，シーケンサのプログラムがないた
め点滅します。詳細については，下記マニュアルを参照してください。

→MELSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/FX5U/FX5UCユーザーズマニュアル(ハードウェア編)
正面カバーを開いた状態

1台
1枚
1冊
1冊

1台

1枚

1台
1枚
1本

［1］

［7］

［8］
［9］
［6］

［10］

[6]

動作状態表示LED
PWR 緑 通電状態時に点灯

ERR※1 赤 エラー時に点灯/点滅
P.RUN 緑 運転中は点灯
BAT 赤 バッテリ電圧の低下時に点灯
CARD 緑 SDメモリカード使用可能時に点灯
RD 緑 内蔵RS-485通信でデータを受信時に点灯
SD 緑 内蔵RS-485通信でデータを送信時に点灯
SD/RD 緑 内蔵Ethernet通信でデータを送受信時に点灯

[7] 拡張ボード接続用コネクタカバー
[8] 入力表示LED（緑）
[9] 次段増設コネクタカバー
[10] 出力表示LED（緑）

No. 名称
[1] 内蔵RS-485通信用端子台
[2] RS-485終端抵抗切換スイッチ
[3] RUN/STOP/RESETスイッチ
[4] SDメモリカード使用停止スイッチ
[5] 内蔵アナログ入出力端子台

[6] 端子名称
は機能接地端子を示しています。

[7] SDメモリカードスロット
[8] 端子台着脱用ネジ
[9] 拡張ボード接続用コネクタ
[10] 次段増設コネクタ
[11] バッテリホルダ
[12] バッテリ用コネクタ

No. 名称
[1] 拡張アダプタ接続用コネクタカバー
[2] 正規品認証ラベル※1

[3] ネームプレート※1

No. 名称

［1］

［8］

［8］

［9］

［10］

［11］

［12］［2］
［3］

［4］
［5］

［7］
［6］

［1］ ［2］

［3］

［4］

左側面 右側面
関連マニュアル
FX5U CPUユニットには，本書（ハードウェアマニュアル）を同梱しています。
FX5U CPUユニットのハードウェアに関する詳細説明，シーケンスプログラミ
ングのための命令解説，インテリジェント機能ユニットなどの情報はそれぞれ
の資料をご覧ください。

は端子に触れないでください。
れや，誤動作の原因となることがあります。
び端子の増締めは，必ず電源を外部で全相とも遮断してから行って
。通電中に行うと感電の恐れがあります。
プログラム変更，強制出力，RUN，STOPなどの操作はマニュアルを熟
に安全を確認してから行ってください。操作ミスにより機械の破損
原因となることがあります。
ックアップ用バッテリはMELSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/FX5U/FX5UC
ズマニュアル(ハードウェア編)に定められた内容に従って，正しくご
さい。
れた用途以外に使用しないでください。
接続してください。
分解，過熱，火中投入，ショート，逆接続，ハンダ付け，飲み込む，焼却，
力（振動・衝撃・落下など）を加えるなどを行わないでください。
存，直射日光にさらされる場所での保存や使用は避けてください。
どの内容物を水にさらす，火気に近づける，直接触れるなどは行わ
ください。
は，必ず弊社指定品(FX3U-32BL)を使用してください。
リエラー発生時(「BAT」LED赤点灯)は，「MELSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/
/FX5UCユーザーズマニュアル(ハードウェア編)」の記載に従ってく
。
の取扱いを誤ると，過度な発熱，破裂，発火，燃焼，漏液，変形などによ
ど人体への影響や，火災，設備・他機器などの故障や誤動作の原因と
があります。

- 電子データ（PDFファイル）の入手
インターネットサイト（三菱電機FAサイト）から最新マニュアルをダウン
ロードできます。
ホームページ　三菱電機FAサイトwww.mitsubishielectric.co.jp/fa

マニュアル名称 [マニュアル番号] 内容

MELSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/FX5U/FX5UC
ユーザーズマニュアル(ハードウェア編)
[SH-082451]

FX5 CPUユニットの性能仕様，配線，取
付けや保守などのハードウェアに関
する詳細事項について記載していま
す。

MELSEC iQ-F FX5ユーザーズマニュアル
(通信編)
[SH-082624]

CPUユニット内蔵および
Ethernetユニットの通信機能に関す
る内容を記載しています。

No. 名称
[1] DINレール取付け用フック
[2] 拡張アダプタ連結用フック
[3] 端子台カバー
[4] 内蔵Ethernet通信用コネクタ（キャップ付）
[5] トップカバー

［2］
［3］

［4］

［5］
は，FX5U CPUユニットの各部名称，外形寸法，取付け，および配線
LSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/FX5U/FX5UCユーザーズマニュアル(ハード
ら抜粋したものです。詳細につきましては，MELSEC iQ-F FX5S/
/FX5UCユーザーズマニュアル(ハードウェア編)をご覧ください。
，MELSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/FX5U/FX5UCユーザーズマニュアル(
編)および関連製品マニュアルをお読みいただき，機器の知識，安
意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。また，製品
るマニュアルは必要なときに取り出して読めるよう大切に保管
，必ず最終ユーザまでお届けいただくようお願いいたします。
：MODBUSは，Schneider Electric SAの登録商標です。
名，製品名称はそれぞれの会社の商標または登録商標です。

2023年7月の発行です。なお，お断りなしに仕様を変更することが
ご了承ください。

 2014 MITSUBISHI ELECTRIC CORPORATION
のご注意（ご使用の前に必ずお読みください。）
が指定しない方法で使用される場合，本製品によって提供される
れる可能性があります。本マニュアルでは，安全注意事項のラン
， として区分してあります。

に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結びつく可能
。いずれも重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。

関連マニュアルとマニュアルの入手方法

取扱いを誤った場合に，危険な状況が起こりえて，死亡ま
たは重傷を受ける可能性が想定される場合。

取扱いを誤った場合に，危険な状況が起こりえて，中程度
の傷害や軽傷を受ける可能性が想定される場合，および
物的損害だけの発生が想定される場合。

守時の注意

注意

警告

廃棄時の注意

 製品を廃棄するときは，産業廃棄物として扱ってください。
 バッテリを廃棄する際には各地域にて定められている法令に従い分別を行っ
てください。
（EU加盟国内でのバッテリ規制についての詳細はMELSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/
FX5U/FX5UCユーザーズマニュアル(ハードウェア編)を参照してください。）

輸送時の注意

 オプションのバッテリを使用しているシーケンサを輸送する場合，必ず輸送
前にシーケンサに電源を投入し，「パラメータ設定している状態でBATのLED
がOFFしていること」と「バッテリの寿命」を確認してください。
BATのLEDがONしている状態や寿命を過ぎている状態で輸送を行うと，輸送
中にバックアップしているデータを正しく保持できないことがあります。

 シーケンサは精密機器のため，輸送の間は専用の梱包箱や振動防止用パレッ
トを使用するなどして一般仕様（2.1節）の値を超える衝撃を避けてください。
シーケンサの故障の原因になることがあります。輸送後，シーケンサの動作確
認および取付け部などの破損確認を行ってください。

 リチウムを含有しているバッテリの輸送時には，輸送規制に従った取扱いが
必要となります。（規制対象機種についての詳細はMELSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/
FX5U/FX5UCユーザーズマニュアル(ハードウェア編)を参照してください。）

マニュアルの入手方法

マニュアルの入手方法には，下記の方法があります。
- 製本マニュアル（印刷物）の入手

注意

注意

下記製品および付属品が同梱しているか確認してください。

1. 製品概要

1.1 各部の名称

同梱品
 CPUユニット

FX5U-MR/ES，FX5U-MT/ES，
FX5U-MT/ESS，FX5U-MR/DS，
FX5U-MT/DS，FX5U-MT/DSS
（：32，64，80）

製品本体
防塵シート
マニュアル［日本語/英語］
マニュアル［中国語］

 I/Oユニット
FX5-EX/ES，FX5-EYR/ES，
FX5-EYT/ES，FX5-EYT/ESS
（：8，16）

製品本体

防塵シート

FX5-32ER/ES，FX5-32ET/ES，
FX5-32ET/ESS，FX5-32ER/DS，
FX5-32ET/DS，FX5-32ET/DSS

製品本体
防塵シート
増設ケーブル

［2］
［3］

［6］
SEC iQ-F FX5U CPUユニット
ハードウェアマニュアル

本製品をお買い上げいただき，誠にありがとうございました。

マニュアル番号 JY997D53401
副番 H
作成日付 2023年7月

立上げ・保守時の注意

 シーケンサ内のプログラムは，複数の周辺機器（エンジニアリングツールや
GOT）から同時に変更しないでください。
シーケンサのプログラムが壊れたり，誤動作する恐れがあります。

立上げ・保守時の注意

 分解，改造はしないでください。
故障，誤動作，火災の原因となることがあります。修理については，三菱電機シ
ステムサービス株式会社にお問い合わせください。

 増設ケーブルなどの接続ケーブルを着脱するときは必ず電源をOFFしてくだ
さい。故障，誤動作の原因となることがあります。

 下記の機器を着脱するときは必ず電源をOFFしてください。
故障，誤動作の原因となることがあります。
- 周辺機器，拡張ボード，拡張アダプタ，コネクタ変換アダプタ
- 増設ユニット，バス変換ユニット，バッテリ

 清掃に薬品を使用しないでください。
 メンテナンス時などに制御盤内のシーケンサに触れる可能性がある場合，必
ず除電を行い静電気の影響がないようにご注意ください。

警告

注意

UL，cUL規格対応品について

詳細については，三菱電機FAサイトを参照ください。
三菱電機FAサイト　www.mitsubishielectric.co.jp/fa

EU指令（CEマーキング）の対応について

本製品はEU指令に対応しておりますが，本製品を使用して製作され
全体がEU指令に適合することを保証するものではありません。EM
び低電圧（LVD）指令への適合の判断については，機械装置の製造者
的に判断する必要があります。
詳細については，最寄りの三菱電機の支社にお問い合わせください
EU指令に適合するための注意については，MELSEC iQ-F FX5S/
FX5UCユーザーズマニュアル(ハードウェア編)を参照してください

UKCAマーキングの対応について

UKCAマーキング適合のための要求事項はEU指令(CEマーキング)と
ます。

同梱（付属）品の確認
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B
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 製品は平らな面に取り付けてください。取付け面に凹凸があると，プリント基

設置場所 制御盤内

拡張ボードの端子とアース端子間 不可 不可

器を追加す

てください。
内容を参照

ます。

す。
し出します。

フック（下図

2.4.2 取付け方法
図はFX5U-32M□の例です。
1) 外形寸法図を参考にして，取
付け面に取付穴の加工をしま
す。

2) 「CPUユニット（右図A）」を穴に
合わせて，「M4ネジ（右図B）」で
取り付けます。
（FX5U-64M□/80M□の場合
は，ネジ穴が4ヶ所あります。）

3. 仕様と外部配線例

仕様や配線についての詳細は，MELSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/FX5U/FX5UCユーザー
ズマニュアル(ハードウェア編)を参照してください。

FXFX FX

設計上の注意

 外部電源の異常，シーケンサの故障などでも，必ずシステム全体が安全側に働
くようシーケンサの外部で安全回路を設けてください。誤動作，誤出力によ
り，事故の恐れがあります。
- 非常停止回路，保護回路，正転/逆転などの相反する動作のインタロック回
路，位置決め上限/下限など機械の破損防止のインタロック回路などは，
シーケンサの外部で構成してください。

- CPUユニットが，ウォッチドッグタイマエラーなどの自己診断機能で異常
を検出したときは，全出力をOFFします。またCPUユニットで検出できない
入出力制御部分などの異常時は，出力制御が不能になることがあります。
このとき，機械の動作が安全側に働くよう外部回路や機構の設計を行って
ください。

- DC24Vサービス電源の出力電流は，機種や増設ユニットの有無などにより
異なります。過負荷が生じると自動的に電圧降下し，シーケンサの入力も
不作動となるほか全出力がOFFします。このとき，機械の動作が安全側に働
くよう外部回路や機構の設計を行ってください。

- 出力のリレー，トランジスタなどの故障によっては，出力がONの状態や
OFFの状態を保持することがあります。重大な事故につながるような出力
信号については，機械の動作が安全側に働くよう外部回路や機構の設計を
行ってください。

 運転中のシーケンサに対する制御（データ変更）を行うときは，常にシステム
全体が安全側に働くように，プログラム上でインタロック回路を構成してく
ださい。また，運転中のシーケンサに対するその他の制御（プログラム変更，パ
ラメータ変更，強制出力，運転状態の変更）を行うときは，マニュアルを熟読
し，十分に安全を確認してから行ってください。確認を怠ると，操作ミスによ
り機械の破損や事故の原因になります。

設計上の注意

 CPUユニットと増設ユニットの電源は，同時に入切りしてください。

配線上の注意

 取付け，配線作業などを行うときは，必ず電源を外部で全相とも遮断してから
行ってください。感電，製品損傷の恐れがあります。

 取付け，配線作業などの後，通電，運転を行う場合は，必ず製品に付属の端子カ
バーを取り付けてください。端子カバーを取り付けないと，感電の恐れがあり
ます。

 電線は，定格温度80以上のものをご使用ください。
 ネジ式端子台タイプへの配線は，次の注意事項に従い適切に行ってください。
感電，故障，短絡，断線，誤動作，製品損傷の恐れがあります。
- 電線の端末処理寸法は，マニュアルに記載した寸法に従ってください。
- 締付トルクは，マニュアルに記載したトルクに従ってください。
- No.2サイズのプラスドライバ（軸径6mm以下）を使用し，ドライバが端子台
仕切り部へ接触しないように締め付けてください。

 ヨーロッパ式端子台タイプへの配線は，次の注意事項に従い適切に行ってく
ださい。感電，故障，短絡，断線，誤動作，製品損傷の恐れがあります。
- 電線の端末処理寸法は，マニュアルに記載した寸法に従ってください。
- 締付トルクは，マニュアルに記載したトルクに従ってください。
- より線の端末は，“ひげ線”が出ないようによじってください。
- 電線の端末は，ハンダメッキしないでください。
- 規定サイズ以外の電線や規定本数を超える電線を接続しないでください。

 端子台や電線接続部分には，外力が直接加わらないように，電線を固定してく
ださい。

B

B

A

警告

注意

警告
2.1 一般仕

板に無理な力
 製品の取付け
 増設ケーブル
続ケーブルは
動作の原因と

 下記の機器を
故障，誤動作
- 周辺機器
- 増設ユニ

項目

使用周囲温度※1

保存周囲温度

使用周囲湿度
保存周囲湿度
※1 正規品
当社の

1.2 外形寸

外装色　本体：マ

2. 据付工事

I/Oユニット，拡張
FX5U/FX5UCユー

[4] DINレ

形名
FX5U-32M
FX5U-64M
FX5U-80M

取付け上の

 本マニュアル
油煙，導電性
ある場所，高
ないでくださ
感電，火災，誤

取付け上の

 製品の導電部
 ネジ穴加工や
落とし込まな

 防塵シートが
異物混入を防
工事完了後に
火災，故障，誤

No.

22

2-φ4.5
4-φ4.5
※部の

※

様

製品別端子への耐電圧，絶縁抵抗試験については，下記マニュアルも
参照してください。

→MELSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/FX5U/FX5UCユーザーズマニュアル(ハードウェア編)
※7 接地は，接地（3.3節）を参照してください。
※8 大気圧以上に加圧した環境下では使用できません。

故障する可能性があります。
※9 シーケンサ自体は屋内相当環境への設置を想定しております。
※10 その機器が公衆配電網から構内の機械装置にいたるまでの，どこの配

電部に接続されていることを想定しているかを示します。カテゴリⅡ
は，固定設備から給電される機器などに適用されます。定格300Vまで
の機器の耐サージ電圧は2500Vです。

※11 その機器が使用される環境における導電性物質の発生度合を示す指
標です。汚染度2は，非導電性の汚染しか発生しません。ただし，偶発
的な凝結によって一時的な導電が起こりうる環境です。

2.2 設置場所
一般仕様（2.1節），取付け上の注意に記載している環境に設置してください。

が加わり不具合の原因になります。
は，DINレール，または取付けネジで確実に固定してください。
，周辺機器接続用ケーブル，入出力ケーブルやバッテリなどの接
，所定のコネクタに確実に装着してください。接触不良により誤
なることがあります。
着脱するときは必ず電源をOFFしてください。
の原因となることがあります。
，拡張ボード，拡張アダプタ，コネクタ変換アダプタ
ット，バス変換ユニット，バッテリ

仕様

-20～55，凍結なきこと※2

-25～75，凍結なきこと

5～95%RH，結露なきこと※3

5～95%RH，結露なきこと

拡張アダプタの端子とアース端子間 AC500V 1分間 DC500V絶縁抵抗計
にて10M以上

インテリジェント機能ユニット 各マニュアル参照
4) 製品を「DINレール」に押し付けた状態で「DINレール取付け用
C）」をロックします。

2.4 直接取付け（M4ネジ取付け）
製品は，盤面に直接（ネジ）取付けができます。
ここでは，CPUユニットの取付けについて説明します。
2.4.1 取付穴ピッチ
製品の取付穴ピッチは外形寸法（1.2節）を参照してください。

C 4 C 4
ンセル0.6B7.6/0.2

（一般仕様）

アダプタ，拡張ボードなどについては，MELSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/
ザーズマニュアル(ハードウェア編)を参照してください。

※1 入出力のディレーティングがあります。0未満で使用する場合は仕様
の違いがあります。詳細は，MELSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/FX5U/FX5UCユー
ザーズマニュアル(ハードウェア編)を参照してください

※2 2016年6月より前の製品は0～55になります。インテリジェント機
能ユニットについては，各製品のマニュアルを参照してください。

※3 低温環境下で使用するときは，急激な温度変化がない環境下で使用し
てください。制御盤の開閉等による急激な温度変化がある場合，結露
が発生し，火災，故障，誤作動の原因となることがあります。また，結露
を予防するために，空調で除湿をしてください。

※4 判定基準はIEC61131-2による。
※5 上記振動仕様以下の機器をシステムに含む場合，システム全体の耐振

仕様はその機器の仕様に低減されます。
※6 耐電圧と絶縁抵抗は下表のとおりです。

150 123 約0.7
220 193 約1.0
285 258 約1.2

注意

に記載の一般仕様（2.1節）の環境で使用してください。ほこり，
ダスト，腐食性ガス（潮風，Cl2，H2S，SO2，NO2など），可燃性ガスの
温，結露，風雨にさらされる場所，振動，衝撃がある場所で使用し
い。
動作，製品の損傷および劣化の原因となることがあります。

注意

には直接触らないでください。誤動作，故障の原因となります。
配線工事を行うときに，切粉や電線屑をシーケンサの通風孔へ
いでください。火災，故障，誤動作の原因となります。
付属している製品は，取付け配線工事中，切粉や配線クズなどの
止するため，防塵シートを通風孔に貼り付けてください。また，
は放熱のために防塵シートは，必ず取りはずしてください。
動作の原因となることがあります。

警告

注意

オーバボルテー
ジカテゴリ※10 Ⅱ以下

汚染度※11 2以下

端子 耐電圧 絶縁抵抗
 CPUユニット・I/Oユニットの端子
電源端子（AC電源）とアース端子間 AC1.5kV 1分間

DC500V絶縁抵抗計
にて10M以上

電源端子（DC電源）とアース端子間 AC500V 1分間
DC24Vサービス電源，および
入力端子（DC24V）とアース端子間 AC500V 1分間

出力端子（リレー）とアース端子間 AC1.5kV 1分間
出力端子（トランジスタ）とアース端子間 AC500V 1分間
 拡張ボード・拡張アダプタ・インテリジェント機能ユニットの端子

2.2.1 防塵シートの貼り付け
防塵シートは，設置，配線工事の前に，通風孔に貼り付けてから行っ

→貼付け要領は，防塵シートに記載の
また，設置，配線工事が完了時には，必ず取り外してください。
2.3 DINレールへの取付け
製品は，DIN46277（35mm幅）のDINレールに取り付けることができ
ここでは，CPUユニットの取付けについて説明します。
2.3.1 取付け方法
1) 「拡張ボード」と「拡張アダプタ」を「CPUユニット」に接続しま
2) 下図のように全ての「DINレール取付け用フック（下図A）」を押

3) 「DINレール」に「DINレール
取付け用溝の上側（右図
B）」を合わせ引っ掛けま
す。

A ≥50mmA

2 A A2

B

認証ラベルのない製品，またはネームプレートのない製品は，
保証対象外とさせていただきます。
法と質量

ール取付け用溝

W（mm） W1（mm）取付穴ピッチ 質量（kg）

名称

W1

80（
取
付
穴
ピ
ッ
チ
）

90

W 83
8

取付穴（FX5U-32M□）
取付穴（FX5U-64M□，FX5U-80M□）
取付穴は，FX5U-32M□にはありません。 単位：mm

※

耐振動※4※5

周波数
（Hz）

加速度
（m/s2）

片振幅
（mm） 掃引回数

DINレール
取付時

5～8.4  1.75
X，Y，Z各方向
10回
（合計各80分）

8.4～150 4.9 

直接
取付時

5～8.4  3.5
8.4～150 9.8 

耐衝撃※4 147m/s2，作用時間11ms，正弦半波パルスにてX，Y，Z各双方向3回

ノイズ耐量 ノイズ電圧1000Vp-p，ノイズ幅1s，周期30～100Hzのノイズ
シミュレータによる

耐電圧※6 AC1.5kV 1分間，またはAC500V 
1分間 各端子とアース端子間

絶縁抵抗※6 DC500V 絶縁抵抗計にて10M以上

接地 D種接地（接地抵抗：100以下）<強電系との共通接地は不可>※7

使用雰囲気 腐食性，可燃性ガスがなく，導電性のじんあい（ほこり）が
ひどくないこと

使用標高※8 0～2000m
※9

項目 仕様 盤面の取付け場所

盤内スペース
CPUユニットを中心として左右に増設機器を接続できます。増設機
る予定がある場合は，必要な空間を空けておいてください。

5-
16
EX

5-
23
2A
DP

5-
16
EY
T

A

A

A FX5U
CPUユニット



FX5UCユーザーズマニュアル(ハードウェア編)を参照してください。 FX5U-80M ※4※5 770mA(560mA※6)

す。配線作業

作業の詳細

。
短くしてく

3.4.2 入力の接続例［AC電源タイプ］（DC24Vサービス電源使用時）

3.4.3 入力の接続例［DC電源タイプ］

240V

続
源

MC

続
源

MC

他の機器

不可）

入力信号
電流

CPUユニット
X0～X17 5.3mA/DC24V
X20以降 4.0mA/DC24V

FX5 I/Oユニット 4.0mA/DC24V

入力ON
感度電流

CPUユニット
X0～X17 3.5mA以上
X20以降 3.0mA以上

FX5 I/Oユニット 3.0mA以上
入力OFF感度電流 1.5mA以下

入力応答時間
MELSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/FX5U/
FX5UCユーザーズマニュアル
(ハードウェア編)参照

入力信号
形式（入
力センサ
形式）

シンク入力 無電圧接点入力
NPNオープンコレクタトランジスタ

ソース入力 無電圧接点入力
PNPオープンコレクタトランジスタ

入力動作表示 入力ON時LED点灯

項目 仕様

＊

AC100～240V

ヒューズ
L

N

S/S
0V
24V

X0
X1
X2
X3

3線式センサ

＊

AC100～240V

ヒューズ

＊ D種接地
詳細は，3.3節を参照してください。

L

N

S/S
0V
24V

X0
X1
X2
X3

3線式センサ

1.シンク入力 2.ソース入力

S/S
X0

S/S
X0

[1] [1]

[2] [2]

[1]：CPUユニット，FX5-32E□　　[2]：入力ユニット

＊

S/S

X0
X1
X2
X3

3線式センサ

＊

ヒューズ

＊ D種接地
詳細は，3.3節を参照してください。

S/S

X0
X1
X2
X3

3線式センサ

1.シンク入力 2.ソース入力

S/S
X0

S/S
X0

[1] [1]

[2] [2]

[1]：CPUユニット，FX5-32E□　　[2]：入力ユニット

DC24V

ヒューズ

DC24V
3.1.2 ヨーロ
1) 電線サイズ

2) 端末処理
より線は被
まま接続し
または，絶縁

1端子あた

1
2

フエニッ
3.1 端末処
3.1.1 ネジ式
FX5U CPUユニッ
電線の端末処理
締付トルクは，0
を締め付けない
 1つの端子に

＜参考＞

 1つの端子に

＜参考＞

※1 EU指令
に端子
低電圧

配線上の注

 CPUユニット
種接地（接地
ただし強電系

 電源の配線は
AC電源を直
します。

 空端子には，
 ノイズの影響
ンサが誤動作
項目を必ず守
- 電源線，制
束線した
してくだ

- シールド
点接地を

- アナログ
ださい。た

メーカ

日本圧着端子
製造株式会社

メーカ
日本圧着端子
製造株式会社

6.2mm
以下

6.2mm
以下

6.2mm
以下

6.2mm
以下
ッパ式端子台

覆を剥ぎ，芯線をより，そのまま接続し，単線は被覆を剥ぎその
てください。
スリーブ付棒端子を使用し接続してください。

※1 電源電圧がAC200V系の場合，ユーザプログラムにより，10～100msに
変更できます。

※2 接続できる最大構成時の場合で，DC24V電源を最大消費した時の値で
す。（入力回路の電流分を含む）

※3 AC電源タイプはDC24Vサービス電源，DC電源タイプはDC24V内蔵電
源になります。I/Oユニットなどの接続を行った場合に消費され，使用
できる電流が減少します。

※4 入力回路にサービス電源を使用した時のDC24Vサービス電源容量です。
（）内の値は，入力回路に外部電源を使用した時のDC24Vサービス電源
容量です。

※5 []内の値は，使用周囲温度0℃未満で使用した場合の値です。
※6 ()内の値は，電源電圧がDC16.8-19.2V時の電源容量です。
※7 I/Oユニット，インテリジェント機能ユニット，拡張アダプタや拡張

ボードに供給する電源容量です。
詳細は，MELSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/FX5U/FX5UCユーザーズマニュアル
(ハードウェア編)を参照してください。

りの接続電線数
電線サイズ

単線/より線 絶縁スリーブ付棒端子
本配線 AWG24～20 AWG24～20
本配線 AWG24 

メーカ 形名 圧着工具
クス・コンタクト株式会社 AI 0.5-6WH CRIMPFOX 6

5mm
6mm

10.5～12mm2～2.5mm

絶縁スリーブ コンタクト部
（カシメ部）

[300mA(470mA)]
FX5-32E 250mA（310ｍA）※4 310mA

DC5V
内蔵電源容量
※7

FX5U-32M 900mA 900mA(775mA※6)
FX5U-64M,
FX5U-80M 1100mA 1100mA(975mA※6)

FX5-32E 965mA

接地は下記の項目を実施してください。
 接地はD種接地を実施してください。（接地抵抗：100以下）
 接地はできるだけ，専用接地としてください。
専用接地がとれないときは，下図の“共用接地”としてください。

 接地線はAWG14（2mm2）以上の太さのものを使用してください
 接地点はできるだけこのシーケンサの近くとし，接地線の距離を
ださい。

3.4 入力仕様と外部配線
3.4.1 入力仕様［DC24V入力タイプ］

項目 仕様
入力信号電圧 DC24V +20%，-15%

入力
インピー
ダンス

CPUユニット
X0～X17 4.3k

X20以降 5.6k

FX5 I/Oユニット 5.6k

シーケンサ 他の機器 シーケンサ 他の機器 シーケンサ

共用接地（良） 共通接地（専用接地（最良）
でください。故障，誤動作の原因となります。
1本の線を配線する場合

2本の線を配線する場合※1

の低電圧指令に適合するには，内蔵端子への2本配線は避け，外部
台を追加するなどで対応してください。
指令の適合時期については，MELSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/FX5U/

形名 適合電線 対応規格 圧着工具
FV1.25-B3A AWG22～16

UL Listed YA-1（日本圧着端
子製造株式会社）FV2-MS3 AWG16～14

形名 適合電線 対応規格 圧着工具

FV1.25-B3A AWG22～16 UL Listed YA-1（日本圧着端
子製造株式会社）

φ3.2

φ3.2

端子ネジ 圧着端子

端子

端子

φ3.2

6.3mm以上
φ3.2

6.3mm以上

端子ネジ 圧着端子

定格電圧 AC100～240V DC24V
電圧変動範囲 -15%，+10% -30%，+20%
定格周波数 50/60Hz 

許容瞬時停電時間
10ms 以下の瞬時停
電に対し動作を継続
します。※1

5ms 以下の瞬時停電
に対し動作を継続し
ます。

電源ヒューズ

FX5U-32M,
FX5-32E 250V 3.15A　タイムラグヒューズ

FX5U-64M,
FX5U-80M 250V 5A　タイムラグヒューズ

突入電流

FX5U-32M 最大25A 5ms以下/AC100V
最大50A 5ms以下/AC200V

最大50A 0.5ms以下/
DC24V

FX5U-64M,
FX5U-80M

最大30A 5ms以下/AC100V
最大60A 5ms以下/AC200V

最大65A 2.0ms以下/
DC24V

FX5-32E 最大30A 5ms以下/AC100V
最大65A 5ms以下/AC200V

最大50A 0.5ms以下/
DC24V

消費電力※2

FX5U-32M 30W 30W
FX5U-64M 40W 40W
FX5U-80M 45W 45W
FX5-32E 25W 25W

DC24V電源
容量※3

FX5U-32M 400mA（480ｍA）※4
[300mA(380mA)]※4※5 480mA(360mA※6)

FX5U-64M 600mA（740ｍA）※4
[300mA(440mA)]※4※5 740mA(530mA※6)

600mA（770ｍA）※4

3.2.3 外部配線例［DC電源タイプ］
CPUユニット，FX5-32Eに対して，DC24V電源を供給します。配線
は，3.1節を参照してください。

3.3 接地

CPUユニットの出力に接
される負荷に対する電

DC AC

［1］：CPUユニット，FX5-32E□

DC24V

PL

電源入
非常
停止

MC

MC

CPUユニットの出力に接
される負荷に対する電

MC

＊ D種接地
詳細は3.3節を参照
してください。

サーキットプロテクタ

ヒューズ
［1］

［1］：CPUユニット，FX5-32E□

＊

理と締付トルク
端子台
ト，I/Oユニットの端子ネジサイズは，“M3”を使用しています。
は下記を参照してください。
.5～0.8N・mで行ってください。規定範囲外のトルクで端子ネジ

絶縁スリーブ付棒端子を使用する場合は，電線のシースの厚みによって，
入れにくくなるので，外形図を参考に電線サイズを選定してください。
端子の締付トルクは0.22～0.25N・mとしてください。規定範囲外のトルク
で端子ネジを締め付けないでください。故障，誤動作の原因になります。

3) 工具
端子の締付けは，下記のように
先端に広がりがない，ストレー
トな形状の小形ドライバをご
使用ください。

注意事項：
精密ドライバなどの握り部径
が小さいドライバを使用した
場合，規定の締付トルクを得られません。上記に示した締付トルクが得ら
れるよう，下記ドライバもしくはそれ相当のドライバ（握り部径約25mm）
をご使用ください。

3.2 電源仕様と外部配線
3.2.1 電源仕様［CPUユニット，FX5-32E］

意

や増設ユニットのアース端子には，2mm2以上の電線を用いてD
抵抗：100以下）を施してください。
とは共通接地（3.3節参照）しないでください。
，マニュアルに記載したとおり専用の端子に接続してください。
流の入出力端子やDC電源の端子に接続すると，シーケンサを焼損

外部で配線しないでください。製品損傷の恐れがあります。
により異常なデータがシーケンサに書き込まれた場合，シーケ
をし，機械の破損や事故の原因になることがありますので次の
ってください。
御線，通信ケーブルは，主回路や高圧電線，負荷線，動力線などと
り，近接したりしないでください。100mm以上離すことを目安と
さい。
線またはシールドケーブルのシールドは，必ずシーケンサ側で一
行ってください。ただし，強電系とは共通接地しないでください。
入出力線のシールドは，必ず信号受取り側で一点接地を行ってく
だし，強電系とは共通接地しないでください。

注意

メーカ 形名
フエニックス・コンタクト株式会社 SZS 0.42.5

項目
仕様

AC電源タイプ DC電源タイプ

0.4mm 2.5mm

先端が
ストレートな
形状

3.2.2 外部配線例［AC電源タイプ］
CPUユニット，FX5-32Eに対して，AC100～240V電源を供給しま
の詳細は，3.1節を参照してください。

AC100～

PL

電源入
非常
停止

MC

MC

DC
電源

MC

＊ D種接地
詳細は3.3節を参照
してください。

ブレーカ

ヒューズ
L

N

［1］

＊



OFF CPU

絶縁方式 ンネル間）は非絶縁

ルを参照し

アル(通信編)

ブを使用す
ださい。

アル(通信編)

結接続を使

3.9.2 配線
配線方法の詳細については，下記マニュアルを参照してください。

→MELSEC iQ-F FX5ユーザーズマニュアル(通信編)
3.9.3 端子配列
内蔵RS-485通信用端子台の端子配列は次のようになります。

4. 端子台配列

端子台配列については，下記マニュアルを参照してください。
→MELSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/FX5U/FX5UCユーザーズマニュアル(ハードウェア編)
仕切り線の見方
端子台タイプの製品
は，出力端子の仕切り
線（下図）で，同じコモ
ンに接続されている
出力の範囲を表して
います。

グ入力（+）
グ入力（+）
力（-）※1

出力（+）
力（-）※1

100m

ーム），
ル支援
ト通信，
個
のポートを

の+側
の-側
の+側

の-側

Pケーブル）

Pケーブル）

対応プロトコル
MELSOFT接続，MCプロトコル（3C/4Cフレーム），無手順
通信，MODBUS RTU，インバータ通信，簡易PC間リンク，
通信プロトコル支援

回路絶縁 非絶縁
終端抵抗 内蔵（OPEN/110/330）
使用端子台 ヨーロッパ式端子台

信号名称 機能
RDA

受信データ入力
RDB
SDA

送信データ出力
SDB
SG 信号グランド

項目 仕様

RDARDBSDASDBSG

例：FX5U-32MT/ES

出力端子台

仕切り線

COM0

Y0 Y4

1 3 COM1

2

・・・

・・・・

保証について
機会損失，二次損失などへの保証責務の除外
無償保証期間の内外を問わず，以下については当社責務外とさせていただきます。
（1）当社の責に帰すことができない事由から生じた障害。
（2）当社製品の故障に起因するお客様での機会損失，逸失利益。
（3）当社の予見の有無を問わず特別の事情から生じた損害，二次損害，事故補償，

当社製品以外への損傷。
（4）お客様による交換作業，現地機械設備の再調整，立上げ試運転その他の業務

に対する補償。

・この製品は一般工業を対象とした汎用品として製作されたもので，人命にかかわるよ
うな状況下で使用される機器あるいはシステムに用いられることを目的として設計，
製造されたものではありません。

・この製品を原子力用，電力用，航空宇宙用，医療用，乗用移動体用の機器あるいはシス
テムなどの特殊用途への適用をご検討の際には，当社の営業窓口までご照会ください。
・この製品は厳重な品質体制の下に製造しておりますが，この製品の故障により重大な
故障または損失の発生が予測される設備への適用に際しては，バックアップやフェー
ルセーフ機能をシステム的に設置してください。

安全にお使いいただくために

インターネットによる情報サービス「三菱電機FAサイト」

本書によって，工業所有権その他の権利の実施に対する保証，または実施権を
許諾するものではありません。
また本書の掲載内容の使用により起因する工業所有権上の諸問題については，
当社は一切その責任を負うことができません。　

〒100-8310　東京都千代田区丸の内2-7-3（東京ビル）

●電話技術相談窓口
対 象 機 種 電 話 番 号 受 付 時 間※1

MELSEC iQ-F/FX 月曜～金曜　　  9：00 ～ 19：00（金曜は17：00まで）
土曜・日曜・祝日  9：00 ～ 17：00052-725-2271

※1 春季・夏季・年末年始の休日を除く
三菱電機FA機器電話技術相談

三菱電機FAサイト　www.MitsubishiElectric.co.jp/fa
三菱電機FAサイトでは，製品や事例などの技術情報に加え，トレーニングスクール情報や
各種お問合わせ窓口をご提供しています。また，メンバー登録いただくとマニュアルや
CADデータなどのダウンロード，eラーニングなどの各種サービスをご利用いただけます。
※1 コモン
- 出力
- 出力
1コモン
記マニ

→MELSEC iQ-F
3.6.2 トラン
1. シンク出力タ

応答
時間 

ON
ユ

I
出力動作表示

負荷

DC電源

ヒューズ

C

3.5 リレー
3.5.1 リレー

※1 コモン
- 出力
- 出力
1コモン
下記マ

→MELSEC iQ-F
3.5.2 リレー

3.6 トラン
3.6.1 トラン

項目

外部電源

最大負荷
最小負荷
開路もれ電流
応答時間 OF
出力動作表示

出力
形式

FX5U-
FX5-E
FX5U-
FX5-E

外部電源
最大負荷
最小負荷
開路もれ電流

ON電圧
C
ユ

I

ヒュ

ヒュ
あたりの合計負荷電流を，下記としてください。
4点コモン：0.8A以下
8点コモン：1.6A以下
あたりの出力点数については，4章仕切り線の見方，および下
ュアルを参照してください。
 FX5S/FX5UJ/FX5U/FX5UCユーザーズマニュアル(ハードウェア編)
ジスタ出力の接続例
イプの接続例 2. ソース出力タイプの接続例

※1 アナログ入力線は，2 芯のシールド付ツイストペアケーブルを用い，他
の動力線や誘導を受けやすい線とは分離して配線してください。

※2 使用しないチャンネルは，｢V+｣端子と｢V-｣端子を短絡してください。
3.7.4 アナログ出力の接続例

※1 アナログ出力線は，2 芯のシールド付ツイストペアケーブルを用い，他
の動力線や誘導を受けやすい線とは分離して配線してください。

※2 シールド線は，信号受取り側で一点接地を行ってください。
3.7.5 アナログ入出力端子配列
内蔵アナログ入出力端子台の端子配列は次のようになります。

ニット Y4以降 0.2ms以下/200mA以上（DC24V）
/Oユニット 0.2ms以下/200mA以上（DC24V）

出力ON時LED点灯

CPUユニット

Y0

Y1

OM0
CPUユニット

負荷

DC電源

ヒューズ

Y0

Y1

+V0

V +,ch の には，ch番号が入ります。

ch

33kΩ

82.7kΩ

V-
V +

D種接地

シールド ※1

※2

V-
V+

D種接地※2

シールド※1

使用ケーブル

ストレートケーブルが使用できます。パソコンとCPUユニットで直
用する場合は，クロスケーブルも使用できます。
3.9 内蔵RS-485通信仕様と配線
3.9.1 通信仕様

6 RXD- 受信データ
7 使用不可 

8 使用不可 

10BASE-T
使用時 Ethernet規格対応品ケーブル：カテゴリ3以上（ST

100BASE-TX
使用時 Ethernet規格対応品ケーブル：カテゴリ5以上（ST

項目 仕様
伝送規格 RS-485/RS-422規格準拠
データ伝送速度 最大115.2kbps
通信モード 全二重/半二重
最大伝送距離 50m

8 1
ジスタ出力仕様と外部配線例
ジスタ出力仕様

※1 digitは，デジタル値です。
3.7.2 アナログ出力仕様

※1 digitは，デジタル値です。
※2 外部負荷抵抗2kにて出荷調整されています。そのため2kより大き

くなると，出力電圧は若干高くなります。1Mの場合，出力電圧は最
大2％高くなります。

3.7.3 アナログ入力の接続例

項目 仕様
MT/S，
YT/ES，FX5-32ET/S トランジスタ（シンク）

MT/SS，
YT/ESS，FX5-32ET/SS トランジスタ（ソース）

DC5-30V

0.5A/1点※1



0.1mA以下/DC30V

PU
ニット

Y0～Y3 1.0V以下
Y4以降 1.5V以下

/Oユニット 1.5V以下
Y0～Y3 2.5s以下/10mA以上（DC5-24V）

CPUユニット

DC24V

ーズ

AC100V

COM0

Y1

負荷

ーズ

Y10

COM2

Y11

入出力占有点数 0点（CPUユニットの最大入出力点数とは関係
ありません。）

項目 出力仕様
アナログ点数 1点（1チャンネル）
デジタル入力 12ビット符号なしバイナリ
アナログ出力 DC0-10V（外部負荷抵抗2k～1M）
デバイス割付 SD6180（ch1の出力設定データ）

出力特性
デジタル
入力値 0～4000

最大分解能 2.5mV

精度※2
（アナログ出力値のフルス
ケールに対する精度）

周囲温度255のとき，0.5%（20digit）※1

周囲温度0～55のとき，1.0%（40digit）※1

周囲温度-20～0のとき，1.5%(60digit)※1

絶縁方式 CPUユニット内部と非絶縁

入出力占有点数 0点（CPUユニットの最大入出力点数とは関係
ありません。）

※1 IEEE802.3xのフロー制御には対応していません。
※2 リピータハブ使用時の接続可能段数です。スイッチングハ

る場合は，使用するスイッチングハブの仕様を確認してく
3.8.2 配線
配線方法の詳細については，下記マニュアルを参照してください。

→MELSEC iQ-F FX5ユーザーズマニュ
3.8.3 端子配列
内蔵Ethernet通信用コネクタのピン配列は次のようになります。

（ハブとノード間の長さ）

カスケード接続
段数

100BASE-TX 最大2段※2

10BASE-T 最大4段※2

対応プロトコル MELSOFT接続，SLMP（3Eフレ
ソケット通信，通信プロトコ

コネクション数 MELSOFT接続，SLMP，ソケッ
通信プロトコル支援の合計8

ハブ※1 100BASE-TXまたは10BASE-T
持つハブが使用できます。

回路絶縁 パルストランス絶縁
IPアドレス 初期値：192.168.3.250

ピン 信号名称 機能
1 TXD+ 送信データ
2 TXD- 送信データ
3 RXD+ 受信データ
4 使用不可 

5 使用不可 
出力仕様と外部配線例
出力仕様

あたりの合計負荷電流を，下記としてください。
4点コモン：8A以下
8点コモン：8A以下
あたりの出力点数については，4章の仕切り線の見方，および
ニュアルを参照してください。
 FX5S/FX5UJ/FX5U/FX5UCユーザーズマニュアル(ハードウェア編)
出力の接続例

3.7 内蔵アナログ入出力仕様と配線
内蔵アナログ入出力仕様および配線の詳細については，下記マニュアルを参照
してください。
→MELSEC iQ-F FX5S/FX5UJ/FX5U/FX5UCユーザーズマニュアル(ハードウェア編)
3.7.1 アナログ入力仕様

仕様
DC30V以下
AC240V以下（CE，UL，cUL規格対応外の時はAC250V以下）

2A/1点※1

DC5V 2mA（参考値）


FON 約10ms
出力ON時LED点灯

Y0
負荷

項目 入力仕様
アナログ点数 2点（2チャンネル）
アナログ入力 DC0-10V（入力抵抗115.7k）
デジタル出力 12ビット符号なしバイナリ

デバイス割付 SD6020（ch1の入力データ）
SD6060（ch2の入力データ）

入力特性
デジタル
出力値 0～4000

最大分解能 2.5mV

精度
（デジタル出力値のフルス
ケールに対する精度）

周囲温度255のとき，0.5%（20digit）※1

周囲温度0～55のとき，1.0%（40digit）※1

周囲温度-20～0のとき，1.5%(60digit)※1

絶対最大入力 -0.5V，+15V
CPUユニット内部と非絶縁，入力端子間（チャ

※1 内部で接続されています。
3.8 内蔵Ethernet通信仕様と配線
内蔵Ethernet通信仕様および配線の詳細については，下記マニュア
てください。

→MELSEC iQ-F FX5ユーザーズマニュ
3.8.1 通信仕様

信号名称 機能

アナログ
入力

V1+ CH1アナロ
V2+ CH2アナロ
V- アナログ入

アナログ
出力

V+ アナログ
V- アナログ出

項目 仕様
データ伝送速度 100/10Mbps
通信モード 全二重/半二重※1

インタフェース RJ45コネクタ
伝送方法 ベースバンド
最大セグメント長

V1+ V2+
アナログ
入力

アナログ
出力

V- V+ V-


